
問題用紙作成 Excel マクロシートの使用方法マニュアル (Rev.1.0) 

1. 動作確認済みの PC 環境 

・ Windows 10 

・ Microsoft Excel 2013 (マクロ機能を使用しています) 

 

2. 使用方法 

問題用紙作成のサンプルとして、シート名”DB”に慣用句とその意味の対が 4 行目から下に入力済みです。 

(1 回の出題数は、15 問固定となりますので、データは、15 個以上必要となります。) 

 
 

・ シート名”DB”のセル A1 に問題用紙と回答用紙の最上部に表示する文字 (問題のタイトルなど)を入力してください。 

 

・ シート名”DB”のセル A2 に問題用紙と回答用紙の 4 行目に表示する文字 (設問の説明など)を入力してください。 

 

  

 

シート名 “問題用紙(印刷用)”の右上部に “新規問題作成”と表示されたボタン表示 (上図の赤枠内) があります。 

これをクリックすることで、毎回ランダムに 15 問選択されて、問題用紙が作成されます。 

 

シート名 “問題用紙(印刷用)”の右上部に “pdf ファイル出力”と表示されたボタン表示 (上図の青枠内) があります。 

これをクリックすることで、”問題用紙”および”丸付け用解答用紙”が 1 つの pdf ファイルとして出力されます。 

(開いている問題用紙作成の Excel マクロファイルと同じフォルダに pdf ファイルは作成されます) 

 

その他の問題を作成したい場合は、シート名 “DB”の 4 行目以降のデータ対(選択肢と問題)を置き換えてください。 

※ 問題用紙の枠に収まるように文字数が多くなると自動でフォントサイズが小さくなります。 

(選択肢は概ね全角 8 文字、問題は概ね全角 33 文字を超えると小さく表示されはじめます) 


